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神
宮
文
庫
本

『
発
心
集
』

は
じ
め
に

『
打
開
集
』
（
下
帖
）グ〉
第

次ー

？全
つ達
な磨
言和
葉尚
が事
~ L一一

る 1 に

磨
で
あ
っ
た
の
だ
と
語
る
、

の
法
師
像

山

部

和

喜

天
竺
か
ら
唐
へ
尋
ね
て
き
た
僧
が
、
旅
路
の
途
中
で
す
れ
違
っ
た
人
物
こ
そ
が
達

サ
ハ
此
和
尚
ニ
コ
ソ
ア
リ
ケ
レ
。

天
竺
ヨ
リ
渡
僧
聞
テ
申
、
道
ニ
流
砂
ト
云
所
ニ
、
年
八
十
計
ノ
老
僧
ノ
腰
柾
タ
ル
ガ
、
草
軽
イ
ノ
半
足
ヲ
ハ
キ
テ
早
ニ
天
竺
ザ
マ
ニ
参
ハ
、

カ
ウ
知
タ
ラ
マ
シ

カ
バ
拝
テ
契
リ
マ
ウ
シ
テ
マ
シ
ト
テ ナ
ゾ
ノ
老
法
師
ニ
カ
有
覧
ト
思
テ
、
走
札
ニ
腰
ウ
ヤ
ヲ
ダ
ニ
セ
デ
過
ニ
ケ
ル
カ
ナ
。

達
磨
に
出
会
っ
た
時
に
、
そ
れ
と
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
自
身
へ
の
無
念
き
を
激
し
く
吐
露
す
る
こ
の
言
葉
で
、
同
一
人
物
を
「
和
尚
」
、

「
老
僧
」
で
も
な
く
、
彼
を
「
老
法
師
」
と
把
握
し
た
。

「
僧
」
、
「
法
師
」
呼
ぴ
分
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
「
天
竺
ヨ
リ
渡
僧
」
は
、
達
磨
と
す
れ
違
っ
た
そ
の
時
に
は
、
「
和
尚
」
、
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法
師
に
つ
い
て
は

既
に
今
成
元
昭
氏
が

『
平
家
物
語
辞
典
」
に
「
僧
、
出
家
」
と
「
下
級
の
僧
」
と
い
う
こ
つ
の
語
義
を
示
さ
れ
、

ら
に
山
下
正
治
氏
の
一
連
の
論
考
に
よ
り
、
そ
の
時
代
的
変
遷
を
含
め
た
包
括
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。
山
下
氏
は
、
最
初
、
大
変
高
い

身
分
の
僧
侶
を
指
す
語
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
尊
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
法
師
」
が
、
徐
々
に
一
般
的
な
僧
侶
を
一
不
す
広
い
語
意
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
後
に
む
し
ろ
低
い
階
層
の
僧
侶
を
指
す
語
に
な
っ
て
、
時
と
し
て
謙
遜
し
て
自
分
を
指
す
の
に
「
法
師
」
と
い
う
語
が

(3
) 

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
整
理
さ
れ
た
。

こ
こ
で
そ
れ
に
付
加
す
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
が
、
や
や
視
点
を
変
え
、
説
話
の
仕
立
て
方
と
い
う
方
向
か
〉
り
す
れ
ば
、
僧
と
も
呼
ば
れ

る
人
物
が
な
ぜ
あ
る
時
に
は
法
師
と
呼
ば
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
で
あ
ろ
う
。
先
の

『
打
開
集
』
の
例
も
、
法
師
が
下
級
の
僧
を
指

す
と
い
う
語
義
か
ら
逸
脱
は
し
な
い
の
だ
が
、

そ
の
正
体
を
見
破
れ
な
か
っ
た
「
天
世
三
コ
リ
渡
僧
」
が
、
ま
き
に
遭
遇
し
た
時
に
、
達
磨
を

法
師
と
し
て
捉
え
た
こ
と
の
背
景
を
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
り
そ
う
だ
。
な
ぜ
、

一
度
は
「
老
僧
」
と
呼
ん
だ
の
に

過
去
の
そ
の
時
点
に

立
ち
戻
っ
た
意
識
の
中
で
は
、
「
老
法
師
」
と
呼
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

『
発
心
集
』

『
打
開
集
」
の
例
に
類
似
し
た
、
法
師
と
呼
ば
れ
る
者
達
が
い
る
。
彼
ら
は
、
み
す
ぼ
ら
し
い
身
な
り
を
し

の
中
に
も
先
の

て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
出
現
し
ま
た
ど
こ
へ
と
も
な
く
消
え
て
い
く
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
法
師
に
係
る
問
題
を
、
異
本
系
の
神
宮
文

庫
蔵
本
（
以
下
神
宮
本
と
略
称
す
）
に
お
い
て
検
討
し
、
流
布
本
系
の
慶
安
四
年
刊
本
（
以
下
慶
安
版
と
略
称
す
）と
の
比
較
の
中
で
、

本
の
説
話
の
語
り
の
質
的
な
違
い
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

ま
ず
、

『
発
心
集
』
に
お
け
る
法
師
の
一
般
的
な
語
義
か
ら
確
認
す
る
。
神
宮
本
と
慶
安
版
の
両
本
に
お
い
て
法
師
に
関
す
る
部
分
に
、
異 支

」
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同
の
見
ら
れ
な
い
箇
所
の
法
師
の
姿
を
見
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
単
に
僧
侶
と
い
う
身
分
を
示
す
と
思
わ
れ
る
用
例
（
例
え
ば
第
U
話

（
第
二
九
話
）の
「
サ
ラ
パ
我
ヲ
唯
今
ニ
法
師
ニ
ナ
セ
ト
言
」
等
）
は
考
察
か
ら
除
外
す
る
。
あ
く
ま
で
、
『
発
心
集
』
で
法
師
と
呼
ば
れ
る

人
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
に
注
意
し
て
み
た
い
か
ら
で
あ
る
。

①
第
1

話
（
第
一
話
）
「
玄
賓
僧
都
遁
世
逐
電
事
」

此
渡
守
リ
ヲ
見
レ
バ
、
髪
ハ
ヲ
ツ
ツ
カ
ミ
ニ
ユ
ウ
計
リ
生
タ
ル
法
師
ノ
、

(4
) 

キ
タ
ナ
ゲ
ナ
ル
布
衣
キ
タ
ル
ニ
テ
ナ
ン
ア
リ
。

②
第
2

話
（
第
二
話
）
「
同
人
宮
仕
二
伊
賀
ノ
郡
司
一
事
」

伊
賀
ノ
国
ニ
ア
ル
郡
司
ノ
許
ニ
、
怪
ゲ
ナ
ル
法
師
ノ
人
ヤ
仕
給
フ
ト
テ
ス

v

ロ
ニ
入
リ
タ
ル
有
リ
ケ
リ
。

③
第
6

話
（
第
六
話
）
「
高
野
南
筑
紫
ノ
上
人
ノ
発
心
ノ
事
」

漸
ク
時
到
テ
イ
ト
怪
ゲ
ナ
ル
法
師
蓑
笠
著
タ
ル
ガ
詣
テ
来
テ
拝
ミ
ア
リ
ク
有
ケ
リ
。

④
第
お
話
（
第
三
三
話
）
「
蓮
華
城
入
水
事

入
水
ノ
時
後
悔
シ
テ
物
怪
一
一
成
テ
来
事
」

近
キ
比
蓮
華
城
ト
云
人
ニ
知
レ
タ
ル
聖
在
。
登
蓮
法
師
相
知
テ
事
一
一
触
テ
情
ヲ
カ
ケ
ッ
、
過
ケ
ル
程
ニ
・
：

⑤
第
秘
話
（
第
四
七
話
）
「
日
吉
ノ
社
へ
詣
ル
僧
死
人
ヲ
取
棄
ル
事
」

中
比
ノ
事
ニ
ヤ
、
或
ル
法
師
世
一
一
有
ワ
ビ
テ
京
ヨ
リ
日
吉
ノ
社
へ
百
日
詣
ル
有
ケ
リ
。

ケ
ル
ニ

⑥
第
必
話
（
第
七
四
話
）
「
郁
芳
門
院
ノ
侍
長
住
二
武
蔵
野
一
事
」

西
行
法
師
東
ノ
方
エ
修
行
シ
ア
リ
キ
ケ
ル
時
、
月
夜
ニ
武
蔵
野
ヲ
過
ル
事
有
ケ
リ
。

⑦
第
幻
話
（
第
三
七
話
）
「
松
室
ノ
童
子
仙
ト
成
事
」

此
ノ
房
ニ
有
法
師
ノ
薪
ギ
取
ラ
ン
ト
テ
山
深
ク
入
タ
リ
ケ
ル
ニ
：
・

(66) 



①
、
②
は
、
玄
賓
が
山
科
寺
を
去
り
、
諸
国
を
流
離
っ
て
い
る
時
の
姿
で
あ
り
、
③
は
明
賢
阿
闇
梨
の
「
様
ヲ
ヤ
ツ
シ
」
た
姿
で
あ
る
。

④
の
「
登
蓮
」
に
は
、
特
に
下
層
性
を
示
す
語
句
は
な
く
、
⑤
は
両
本
「
僧
」
と
も
呼
ぶ
人
物
で
あ
り
、
僧
・
法
師
と
い
う
呼
称
が
重
な
り

あ
う
例
で
あ
る
。
⑥
の
「
西
行
法
師
」
に
は
、
山
下
氏
の
論
考
が
有
る
が
、
こ
こ
で
は
①
、
②
と
同
じ
く
流
離
っ
て
い
る
者
で
あ
る
。
⑦
の

法
師
は
山
奥
に
仙
人
と
な
っ
た
童
子
を
発
見
す
る
人
物
だ
が
、
引
用
文
に
も
あ
る
ご
と
く
、

房
の
薪
を
用
意
す
る
い
わ
ば
下
働
き
を
す
る
者

で
あ
り
、
『
元
亨
釈
書
』
、
『
三
国
伝
記
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
僕
」
、
「
坊
中
下
法
師
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、そ
の
人
物
の
最
初
の
登
場
の

部
分
を
掲
出
し
た
も
の
で
、
説
話
中
の
誰
か
の
視
点
か
ら
見
た
も
の
で
は
な
い
。
以
上
、
両
本
共
通
に
法
師
と
呼
ぶ
人
物
、

及
び
人
名
に
法

師
の
付
く
人
物
を
列
挙
し
た
が
、
そ
こ
に
は
確
か
に
低
層
の
僧
形
の
者
を
指
す
と
い
う
傾
向
は
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
の
例
以
外
に
も
神

(5
) 

こ
の
方
向
性
に
変
化
は
な
い
。

宮
本
独
自
の
説
話
、
慶
安
版
独
自
の
説
話
に
お
い
て
法
師
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
あ
る
が
、

自
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
法
師
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
第
2

話
（
第
二
話
）
「
同
人
宮
仕
伊
賀
ノ
郡
司
事
」
に
あ
る
「
深

キ
犯
ナ
ラ
ズ
ハ
、
此
法
師
ニ
許
シ
給
ヒ
テ
ン
ヤ
。
」
は
、
玄
賓
僧
都
が
旧
知
の
大
納
言
の
家
を
尋
ね
、
自
分
の
主
人
で
あ
る
郡
司
を
許
し
て
く

れ
る
よ
う
に
依
頼
す
る
場
面
で
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。
「
此
法
師
ニ
」
と
は
、
「
こ
の
私
に
免
じ
て
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

第
M
話
（
第
一
八
話
）
「
楽
西
上
人
事
」
に
あ
る
、
楽
西
が
清
盛
の
援
助
の
申
し
出
を
断
る
時
の
言
葉
の
、
神
宮
本
「
此
法
師
知
給
ズ
ト
モ
更
々

事
カ
ク
マ
ジ
。
」
、
慶
安
版
「
此
法
師
ガ
知
申
ズ
ト
モ
更
々
事
欠
ク
マ
ジ
キ
也
。
」
は
両
本
間
に
異
同
は
あ
る
が
、
「
此
法
師
ガ
知
申
ズ
ト
モ
」

と
は
、
「
こ
の
私
が
（
清
盛
に
）
親
し
み
交
わ
り
申
し
上
げ
な
く
て
も
」
の
意
、
慶
安
本
で
は
「
私
の
こ
と
を
ご
存
じ
な
く
と
も
」
と
主
語
が

清
盛
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
ち
ら
も
自
称
の
言
葉
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
神
宮
本
独
自
部
分
（
第
白
話
「
永
観
律
師
事
」
、
第
却

話
「
仙
命
上
人
事
」
）
に
、
同
様
の
謙
遜
の
意
味
を
込
め
て
自
分
を
指
し
た
法
師
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
発
心
集
』
の
神
宮
本
、
慶
安
版
の
共
通
部
分
に
は
や
や
下
級
の
僧
を
指
す
法
師
の
用
例
と
、
自
称
の
用
例
が
認
め
ら
れ

(65) 



る
。
先
の
今
成
氏
、
山
下
氏
の
示
き
れ
た
語
義
に
な
ん
ら
逸
脱
し
て
い
な
い
。

次
に
法
師
と
い
う
語
に
関
し
て

岡
本
の
異
同
の
あ
る
部
分
を
吟
味
し
て
み
た
い
。
後
述
す
る
ご
と
く
、
法
師
と
い
う
語
の
下
級
の
僧
と

い
う
性
質
は
、
神
宮
本
の
方
が
よ
り
正
確
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
第
3

話
（
第
三
話
）
「
平
燈
供
奉
晦
レ
跡
趣
一
一
与
州
一
事
」

（
神
宮
本
）

其
後
逢
ニ
程
ヲ
経
テ
、
人
モ
通
ヌ
深
山
ノ
奥
ノ
清
キ
水
ノ
有
所
ニ

死
人
ノ
有
ト
山
人
ノ
語
ケ
レ
パ
、
怪
ク
覚
へ
テ
尋
行
テ
見
レ
パ

此
師
西
ニ
向
テ
掌
ヲ
合
テ
居
タ
リ
ケ
リ
。
阿
閤
梨
憐
ニ
モ
尊
ク
モ

覚
へ
テ
、
泣
々
兎
角
ノ
態
ド
モ
営
ニ
ケ
リ
。

②
第
灯
話
（
第
三
七
話
）
「
松
室
ノ
童
子
仙
ト
成
事
」

（
神
宮
本
）

（
慶
安
版
）

其
後
ハ
ル
カ
ニ
程
へ
テ
、
人
モ
カ
ヨ
ハ
ヌ
深
山
ノ
奥
ノ
清
キ
水
ノ

ア
ル
所
ニ
死
人
ノ
有
ト
山
人
ノ
語
ケ
ル
ニ
、
ア
ヤ
シ
ク
覚
へ
テ
尋

行
テ
見
レ
バ
、
此
法
師
西
ニ
向
テ
合
掌
シ
テ
居
タ
リ
ケ
リ
。
イ
ト

哀
ニ
貴
ク
覚
テ
、
阿
闇
梨
ナ
ク
／
＼
ト
カ
ク
ノ
事
ド
モ
シ
ケ
ル
。

（
慶
安
版
）

エ
モ
云
ハ
ヌ
楽
ノ
声
聞
ユ
。

サ
テ
此
師
三
月
ニ
竹
生
嶋
エ
詣
タ
リ
ケ
ル
十
八
日
ノ
暁
キ
、
進
一
二
サ
テ
此
法
師
ハ
三
月
十
七
日
ニ
竹
生
嶋
へ
詣
デ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、

一
八
日
暁
ノ
ネ
覚
ニ
逢
ニ
ヱ
モ
イ
ハ
レ
ヌ
楽
ノ
声
聞
ユ
。

（
神
宮
本
）

③
第
幻
話
（
第
五
一
話
）
「
執
心
一
一
依
テ
亡
妻
現
身
ニ
夫
家
ニ
帰
リ
来
ル
事
」

（
慶
安
版
）

-293-

十
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近
キ
世
ノ
不
思
議
也
、
更
ニ
浮
タ
ル
事
一
一
非
ト
テ
、
叡
山
ノ
澄
憲
一
是
ハ
近
キ
世
ノ
不
思
議
ナ
リ
、
更
ニ
ウ
キ
タ
ル
事
一
一
非
ズ
ト
テ
、

一
澄
憲
法
師
ノ
人
ニ
カ
タ
ラ
レ
侍
シ
ナ
リ
。

法
印
人
ニ
語
レ
ケ
ル
也
。

④
第
刊
話
（
第
五
二
話
）
「
不
動
ノ
持
者
生
レ
テ
牛
ト
ナ
ル
事
」

（
神
宮
本
）

（
慶
安
版
）

イ
ミ
ジ
ク
哀
レ
ニ
覚
レ
バ
、

事
如
此
。

此
ノ
阿
闇
梨
物
ニ
米
ヲ
入
テ
キ
ト
コ

イ
ト
イ
ミ
ジ
ウ
哀
レ
ニ
タ
ウ
ト
ク
覚
へ
ケ
レ
パ
、
小
法
師
物
ニ
コ

ヨ
ト
云
ヒ
ケ
レ
パ
、
走
リ
向
テ
牛
食
物
ヲ
ナ
ン
食
シ
ケ
リ
。
サ
テ

メ
イ
レ
テ
チ
ト
持
テ
コ
ヨ
ト
云
捨
テ
、
走
リ
向
テ
牛
ヲ
シ
パ
シ
留

モ
仏
ノ
御
誓
ノ
空
シ
カ
ラ
ザ
ル
事
如
此
。

テ
食
物
ヲ
ナ
ン
ム
ア
タ
へ
リ
ケ
ル
。
仏
ノ
御
誓
ノ
ム
ナ
シ
カ
ラ
ヌ

①
の
第
3

話
（
第
三
話
）
「
平
燈
供
奉
晦
跡
趣
与
洲
事
」
は
、
「
ヤ
ゴ
ト
元
キ
人
」
と
し
て
、
比
叡
山
に
あ
っ
た
平
燈
供
奉
が
「
門
乞
食
」

と
し
て
伊
予
の
国
に
暮
ら
し
て
い
た
の
を
、
弟
子
の
静
真
阿
閤
梨
に
見
付
け
ら
れ
、
再
ぴ
身
を
隠
す
と
い
う
話
で
あ
る
。
引
用
部
分
は
、
再

度
身
を
隠
し
た
平
燈
の
死
を
弟
子
の
阿
闇
梨
が
知
る
場
面
で
あ
る
。
山
人
の
言
葉
を
聞
い
て
、
「
怪
ク
覚
へ
テ
尋
行
テ
見
」
た
の
は
、
弟
子
の

阿
閤
梨
で
あ
る
。
彼
は
一
度
「
門
乞
食
」
の
姿
の
平
燈
の
正
体
を
見
抜
い
て
お
り
、
彼
の
視
点
か
ら
捉
え
た
「
西
ニ
向
テ
掌
ヲ
合
一
ア
居
」
た

人
物
は
、
「
師
」
と
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
『
古
事
談
』
、

の
同
話
で
は
、
死
体
を
発
見
し
た
樵
夫
の
目
か
ら
捉
え
て
「
門
臥
」
と

『
三
国
伝
記
』

し
、
そ
の
言
葉
に
従
っ
て
「
守
巳
下
挙
詣
一
一
山
中
一
札
敬
」
（
『
古
事
談
』
）
、
「
阿
闇
梨
ヲ
始
ト
シ
テ
国
司
以
下
ノ
人
々
挙
ッ
テ
山
中
ニ
敬
礼
ス
ル

ニ
」
（
『
三
国
伝
記
』
）
と
す
る
。
ま
た
、
平
燈
は
伊
予
の
国
で
は
「
門
乞
食
」
と
国
人
か
ら
呼
ば
れ
「
法
師
」
と
は
一
度
も
呼
ば
れ
な
い
。
も

し
阿
闇
梨
が
正
体
を
見
抜
く
前
と
同
じ
姿
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
言
葉
だ
と
し
て
も
、
む
し
ろ
法
師
で
は
な
く
門
乞
食
と
表
現
き
れ
る
べ
き

だ
ろ
、
っ
。
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②
の
第
U
話
（
第
三
七
話
）
「
松
室
ノ
童
子
仙
ト
成
事
」
は
、
「
松
室
ト
云
僧
」
の
も
と
に
い
た
児
が
、
法
華
経
読
請
の
仙
人
と
な
っ
て
、

以
前
の
師
に
竹
生
嶋
で
の
仙
人
に
よ
る
楽
奏
の
た
め
の
琵
琶
の
手
配
を
依
頼
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
引
用
部
分
は
、既
に
彼
に
琵
琶
を
用

意
し
た
師
が
、
当
日
竹
生
嶋
に
出
か
け
た
場
面
で
あ
る
。

そ
の
人
物
を
神
宮
本
は
「
師
」
、
慶
安
版
は
「
法
師
」
と
示
す
。
確
か
に
一
般
的
な

僧
侶
を
指
す
語
と
考
え
る
な
ら
ば

こ
の
「
師
」
も
ま
さ
に
法
師
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
慶
安
版
の
本
文
も
間
違
っ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
該
話
に
は
、
先
の
両
本
に
共
通
す
る
異
同
で
見
た
、
薪
を
拾
い
に
山
に
入
る
法
師
が
登
場
し
て
い
る
。

と
す
る
と
、
児
、
師
、
法
師

と
い
う
三
人
の
出
て
く
る
話
に
お
い
て
は
、
竹
生
嶋
に
出
か
け
る
人
物
を
示
す
語
と
し
て
は
神
宮
本
の
「
師
」
の
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

③
の
用
例
は
、
説
話
の
語
り
手
と
し
て
の
澄
憲
を
「
法
印
」
、
「
法
師
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
字
体
の
近
似
か
ら
来
た
誤

写
も
想
定
す
べ
き
で
、
慶
安
版
の
法
師
が
誤
り
だ
と
は
言
え
な
い
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
澄
憲
は
法
印
と
な
っ
て
お
り
、
神
宮
本
の
方
が
よ

り
細
か
く
そ
の
僧
位
を
見
ょ
う
と
し
て
い
る
と
は
い
え
よ
う
。

④
の
第
刊
話
（
第
五
二
話
）
「
不
動
ノ
持
者
生
レ
テ
牛
ト
ナ
ル
事
」
は
、
極
楽
房
阿
閤
梨
が
、
荷
を
背
負
い
坂
道
を
上
る
牛
を
不
動
の
侍
者

た
る
童
子
が
手
助
け
す
る
と
い
う
夢
を
見
る
が
、
目
を
覚
ま
す
と
同
じ
牛
が
房
の
前
の
坂
道
を
上
っ
て
お
り
、
牛
と
生
ま
れ
か
わ
っ
た
現
世

に
お
い
て
も
、
不
動
は
そ
の
加
護
を
忘
れ
な
か
っ
た
と
知
れ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
引
用
部
分
は
、

阿
閤
梨
が
そ
の
牛
に
食
物
を
与
え
る
場

面
で
あ
る
が
、
慶
安
版
と
神
宮
本
で
は
、
登
場
人
物
、
事
実
関
係
に
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合
理
化
が
進
ん
で
お
り
、
早
急
に
は
判
断

は
で
き
な
い
が
、

そ
れ
に
続
く
「
仏
ノ
御
誓
ノ
空
シ
カ
ラ
ザ
ル
事
知
此
」
と
い
う
言
葉
と
の
関
連
か
ら
考
え
る
と
、
牛
が
人
語
を
解
し
た
と

す
る
神
宮
本
の
方
が
、
夢
の
不
思
議
と
眼
前
の
出
来
事
と
が
結
び
付
き
、
「
仏
ノ
御
誓
」
の
現
実
性
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
慶
安
版
で
は
、

そ
の
よ
う
な
前
後
と
の
有
機
的
な
繋
が
り
が
見
ら
れ
ず
、

少
な
く
と
も
神
宮
本
の
方
が
法
師
と
い
う
語
に
対
し
て
、

こ
こ
で
は
神
宮
本
の
意
味
を
重
視
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

そ
の
階
層
の
低
き
を
よ
り
正
確
に
捉
え
て
い
る
と

(62) 



は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
神
宮
本
は
、
第
幻
話
（
第
三
七
話
）

に
お
け
る
、
童
子
・
師
・
法
師
と
い
う
三
人
の
人
間
を
正
確

に
示
し
て
い
る
。
多
分
に
そ
れ
は
、
神
宮
本
が
登
場
人
物
の
仏
教
的
な
階
層
に
つ
い
て
よ
り
厳
密
に
繰
返
し
を
厭
わ
ず
に
示
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
第

1

話
j

第
5

話
に
連
続
す
る
「
ヤ
ゴ
ト
ナ
キ
人
（
智
者
）
」
と
い
う
言
葉
（
慶
安
版
は
第
四
話
で
「
並
ナ
キ
」
と
な
る
）

(6
) 

意
、
あ
る
い
は
仏
徒
の
階
層
に
よ
る
第
1

話
l

第
M
話
の
説
話
配
列
な
ど
と
も
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま

へ
の
注

ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
語
句
の
レ
ベ
ル
で
の
両
本
の
法
師
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
、
先
の
『
打
開
集
』
に
似
て
い
る
と
し
た
、
『
発
心
集
』

中
の
法
師
の
説
話
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
第
2

話
（
第
二
話
）
「
同
人
宮
仕
伊
賀
ノ
郡
司
事
」
を
取
り
上
げ
る
。
伊
賀
の
国
の
あ
る
郡
司

の
も
と
に
「
ア
ヤ
シ
ゲ
ナ
ル
法
師
」
が
や
っ
て
来
て
働
く
よ
う
に
な
る
。
、
そ
の
郡
司
が
国
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
法
師
は
主
人
で

あ
る
郡
司
と
一
緒
に
京
に
上
り
、
郡
司
の
た
め
に
大
納
言
の
許
し
を
受
け
る
と
、

そ
の
ま
ま
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
実
は
そ
の
法

師
と
は
玄
賓
僧
都
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
以
下
、
問
題
と
な
る
部
分
（
I

、

H

、
凹
）
を
、
話
の
進
行
に
従
っ
て
提
出
し

た
。
I

は
説
話
の
冒
頭
で
、
「
ア
ヤ
シ
ゲ
ナ
ル
法
師
」
が
郡
司
の
前
に
現
れ
る
場
面
、H
は
法
師
と
郡
司
の
二
人
が
京
に
着
き
、
法
師
が
大
納

言
邸
に
入
っ
て
い
く
場
面
、

凹
は
説
話
の
末
尾
の
部
分
、
そ
の
法
師
が
忽
然
と
姿
を
消
す
場
面
で
あ
る
。

（
神
宮
本
）

（
慶
安
本
）
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伊
賀
ノ
国
ニ
ア
ル
郡
司
ノ
許
ニ
、
怪
ゲ
ナ
ル
法
師
ノ
人
ヤ
仕
給
フ

a
 

ト
テ
ス
ゾ
ロ
ニ
入
リ
タ
ル
有
リ
ケ
リ
。
主
ジ
此
ヲ
見
テ
、
ワ
僧
ガ

様
ナ
ル
者
ヲ
置
テ
ハ
何
ニ
カ
セ
ン
。
走
用
ナ
リ
ト
云
。
法
師
ノ
云

-D 
様
、
我
等
ハ
法
師
ナ
リ
ト
モ
男
ニ
ハ
カ
ワ
ル
事
不
可
有
。
知
何
ナ

ル
態
ナ
リ
ト
モ
身
ニ
堪
工
事
ヲ
パ
仕
ラ
ン
ト
一
五
へ
バ
サ
ヤ
ウ
ナ

ラ
パ
ヨ
シ
ト
テ
留
置
ケ
リ
。
此
法
師
悦
テ
イ
ミ
ジ
ウ
仕
ハ
ル
レ
パ

誠
二
痛
馬
ヲ
ゾ
預
ケ
テ
カ
ワ
セ
ケ
ル
。

II 

（
神
宮
本
）

京
ニ
到
リ
著
テ
彼
在
所
近
ク
行
キ
寄
テ
法
師
申
様
、
人
ヲ
尋
ン
ト

存
ル
ガ
此
姿
ノ
怪
シ
ク
思
ヒ
侍
ル
ニ
、
衣
袈
裟
尋
ネ
給
ヒ
テ
ン
ヤ

ト
云
フ
。
則
借
リ
テ
キ
セ
ツ
。
主
ノ
男
ヲ
具
シ
テ
門
ノ
外
ニ
置
テ
、

d
 

法
師
差
入
リ
テ
、
物
申
サ
ン
ト
云
フ
。
侍
ヒ
ニ
集
リ
タ
ル
者
共
怪

縁
ヨ
リ
下
ヌ
。
伊
賀
ノ
男
ニ
門
ノ
外
ヨ
リ
是

e
 

ヲ
見
テ
、
愚
ニ
思
ハ
ン
ヤ
ワ
。
ア
サ
マ
シ
ト
守
リ
立
チ
タ
リ
。
則

シ
ゲ
ニ
見
ケ
ル
ガ
、

カ
ク
ト
聞
テ
、
大
納
言
急
ギ
出
合
テ
モ
テ
ナ
シ
騒
ガ
ル
、
事
限
リ

元
シ
。

ア
ヤ
シ
ゲ
ナ
ル
法
師
ノ
人
ヤ
仕
給

ト
テ
ス
ゾ
ロ
ニ
入
来
ル
ア
リ
ケ
リ
。
主
コ
レ
ヲ
見
テ
、
和
僧
ノ
様

伊
賀
国
ニ
或
郡
司
ノ
モ
ト
ニ
、

ナ
ル
物
ヲ
オ
キ
テ
ハ
何
ニ
カ
ハ
セ
ム
、
イ
ト
用
事
ナ
シ
ト
イ
フ
。

h
u
 

法
師
ノ
云
様
、
ヲ
ノ
レ
ラ
ホ
ド
ノ
物
ハ
法
師
ト
テ
ヲ
ノ
コ
ニ
替
ル

事
ナ
シ
。
何
ワ
ザ
ナ
リ
ト
モ
身
ニ
タ
へ
ム
程
ノ
事
ハ
仕
ラ
ム
ト
云

へ
パ
、
左
様
ナ
ラ
パ
吉
ト
テ
留
ム
。
説
テ
イ
ミ
ジ
フ
真
心
ニ
ツ
カ

ワ
ル
レ
バ
、
殊
ニ
イ
タ
ワ
ル
馬
ヲ
ナ
ム
ア
ヅ
ケ
テ
カ
ワ
セ
ケ
ル
。

（
慶
安
本
）

京
ニ
至
リ
著
テ
彼
ミ
モ
ト
近
ク
行
ヨ
リ
テ
法
師
ノ
云
様
、
人
ヲ
尋

ン
ト
思
フ
ニ
此
形
ア
ヤ
シ
ク
侍
ベ
ル
ニ
、
衣
袈
裟
尋
ネ
給
テ
ム
ヤ

ト
云
フ
。
則
カ
リ
テ
キ
セ
ツ
。
主
ノ
男
ヲ
具
シ
テ
彼
ヲ
門
ニ
ヲ
キ

,G 

テ
、
指
入
テ
、
物
申
侍
ベ
ラ
ム
ト
云
ニ
、
コ
、
ラ
ア
ツ
マ
レ
ル
物

ド
モ
此
人
ヲ
見
テ
ハ
ラ
／
＼
ト
ヲ
リ
ヒ
ザ
マ
ヅ
キ
テ
敬
ヲ
見
ル

ニ
、
伊
賀
ノ
男
門
ノ
モ
ト
ヨ
リ
是
ヲ
見
テ
、
ヲ
ロ
カ
ニ
覚
へ
ム
ヤ

ハ
。
ア
サ
マ
シ
ト
マ
モ
リ
奉
ル
。
即
カ
ク
ト
開
テ
、
大
納
言
イ
ソ

ギ
出
合
テ
モ
テ
ナ
シ
サ
ワ
ガ
ル
、
様
事
ノ
外
ナ
リ
。
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（
神
宮
本
）

其
時
大
納
言
、
兎
角
可
申
ア
ラ
ズ
、
御
房
ノ
承
ル
事
ナ
レ
パ
ト
テ
、

本
ヨ
リ
猶
マ
サ
ル
様
ノ
庁
宣
給
ハ
リ
ケ
レ
バ
、
悦
テ
出
ヌ
。
此
由

ア
キ
レ
惑
ル
様
理
リ
也
。
余
ノ
事

g
b
 

ニ
ハ
中
々
心
中
ノ
ウ
レ
シ
キ
モ
色
ソ
ハ
得
モ
ウ
チ
出
ズ
。
宿
ニ
帰

ヲ
主
ノ
男
ニ
申
タ
リ
ケ
レ
パ
、

リ
閑
カ
ニ
開
へ
ン
ト
思
程
ニ
、
衣
袈
裟
ナ
ド
差
置
キ
テ
、
チ
ト
立

し
H

出
タ
ル
体
ニ
シ
テ
何
ク
ト
モ
ナ
ク
隠
ニ
ケ
リ
。
是
モ
玄
賓
僧
都
ノ

シ
態
ニ
ナ
ン
。
有
難
カ
リ
ケ
ル
人
ナ
リ
。

（
慶
安
本
）

ト
カ
ク
申
ス
ベ
キ
ナ
ラ
ズ
、
左
様
ニ
テ
オ
ハ
シ
ケ
レ
バ

ワ
ザ
ト

モ
思
シ
ル
ベ
キ
男
ニ
コ
ソ
侍
ベ
ル
ナ
レ
ト
テ
、
一
万
ヨ
リ
モ
マ
サ
ゾ

マ
ニ
説
ベ
キ
様
ノ
庁
宣
ノ
タ
マ
ハ
セ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
説
デ
出

ス
。
又
伊
賀
ノ
男
ア
キ
レ
マ
ド
へ
ル
様
理
ナ
リ
。
サ
マ
ム
ー
＼
ニ
思

g
b
 

へ
ド
ア
マ
リ
ナ
ル
事
ハ
中
々
ヱ
ウ
チ
出
サ
ズ
。
宿
ニ
返
テ
ノ
ド
カ

ニ
聞
へ
ム
ト
思
フ
程
ニ
、
衣
袈
裟
ノ
上
ニ
ア
リ
ツ
ル
庁
宣
サ
シ
ヲ

キ
テ
、
キ
ト
立
出
ル
様
ニ
テ
ヤ
ガ
テ
イ
ヅ
チ
ト
モ
ナ
ク
隠
ニ
ケ
リ

L
U
 

ト
ゾ
。
是
モ
彼
玄
賓
僧
都
ノ
ワ
ザ
ニ
ナ
ム
。
ア
リ
ガ
タ
カ
リ
ケ
ル

心
ナ
ル
ベ
シ
。

き
て
ー
で
は
、
「
ス
v

ロ
」
に
現
れ
た
法
師
が
郡
司
に
傍
線
部
a

「
ワ
僧
」
と
軽
蔑
の
意
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
こ
と
、
法
師
自
身
の
自
分
な

ど
は
傍
線
部
b

「
法
師
ナ
リ
ト
モ
男
ニ
ハ
カ
ワ
ル
事
」
は
あ
る
は
ず
も
な
い
と
い
う
言
葉
な
ど
、
そ
の
身
の
卑
賎
き
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
。

実
は
引
用
部
分
以
降
に
、
細
か
な
語
句
の
異
同
は
有
る
が
、
法
師
と
い
う
人
物
に
対
す
る
基
本
的
態
度
に
は
両
本
に
違
い
は
な
い
。

関
係
と
い
う
、

し
か
し
H

・
皿
の
部
分
に
は
、
注
意
す
べ
き
異
同
が
幾
つ
か
あ
る
。
両
本
の
差
異
を
、
法
師
と
郡
司
と
の
関
係
、
法
師
と
邸
内
の
者
と
の

二
種
類
の
人
間
関
係
か
ら
検
討
し
た
い
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
慶
安
版
が
、
語
句
の
上
で
法
師
と
い
う
仮
面
を
途

そ
の
正
体
が
半
ば
以
上
透
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
神
宮
本
で
は
、

中
か
ら
取
り
去
っ
て
し
ま
い
、

ほ
ぽ
最
後
ま
で
法
師
と
い
う
仮
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面
を
取
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
慶
安
版
に
お
け
る
法
師
と
郡
司
の
人
間
関
係
を
見
て
い
く
。

凹
の
傍
線
部
g

「
宿
ニ
返
テ
ノ
ド
カ
ニ
聞
へ
ム
ト
思
フ
程
ニ
」
と
い
う

郡
司
の
心
中
思
惟
の
時
点
で
は
、
郡
司
の
意
識
の
中
で
は
っ
き
り
と
人
間
関
係
が
逆
転
し
て
い
る
。
「
開
へ
ム
」
と
い
う
敬
語
か
ら
、少な
く

と
も
郡
司
は
法
師
が
只
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
る
。

凹
で
は
も
は
や
「
主
」
、
「
主
ノ
男
」
と
は
呼
ば
れ
ず
、
傍

さ
ら
に
、

線
部
f

「
伊
賀
ノ
男
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
法
師
も
「
法
師
」
と
は
呼
ば
れ
な
い
。つ
ま
り
凹
で
は

郡
司
に

使
わ
れ
て
い
た
法
師
と
、
そ
の
主
人
で
あ
る
郡
司
と
い
う
主
従
関
係
は
言
葉
の
上
か
ら
は
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
傍
線
部
c

で
は
ど
こ
で
そ
の
転
換
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
木
紀
人
氏
は
、

H

の
玄
賓
が
変
身
し
た
時
、

(7
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に
付
け
た
時
か
ら
主
従
関
係
が
逆
転
す
る
と
さ
れ
た
。
た
し
か
に
、
以
降
は
法
師
と
い
う
語
も
な
く
、
門
の
所
で
郡
司
が
内
部
を
見
る
視
線

「
衣
袈
裟
」
を
身

も
、
傍
線
部
e

「
ア
サ
マ
シ
ト
マ
モ
リ
奉
ル
」
と
い
う
玄
賓
へ
の
敬
意
を
含
ん
だ
表
現
で
示
き
れ
る
。ほ
ぽ
こ
の
時
点
で
、
主
従
関
係
は
消

減
し
、
法
師
で
も
な
く
な
っ
た
と
語
句
の
上
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
二
人
の
関
係
は
神
宮
本
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
凹
の
傍
線
部
g

「
宿
ニ
帰
リ
閑
カ
ニ
開
へ
ン
ト
思
程
ニ
」
と
い
う
部
分
で
は
、

慶
安
版
と
同
様
に
郡
司
は
気
付
い
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
た
だ
、H
の
部
分
で
は
、
衣
袈
裟
に
着
替
え
た
後
も
こ
の
人
物
は
法
師
と
呼
ば
れ
、

m
の
大
納
言
の
館
を
退
出
し
て
、
待
っ
て
い
た
男
に
庁
宣
を
手
渡
す
場
面
で
も
、
傍
線
部f

「
此
由
ヲ
主
ノ
男
ニ
申
タ
リ
ケ
レ
パ
」
と
あ
り
、

語
句
の
上
か
ら
法
師
と
そ
の
「
主
」
で
あ
る
伊
賀
の
郡
司
と
い
う
主
従
関
係
は
続
い
て
い
る
。
H

の
門
外
か
ら
の
郡
司
の
視
線
も
、
傍
線
部

e 

「
ア
サ
マ
シ
ト
守
リ
立
チ
タ
リ
」
と
、
敬
語
表
現
で
は
示
き
れ
な
い
。つ
ま
り
神
宮
本
で
は
、
衣
袈
裟
に
着
替
え
た
時
点
以
降
も
法
師
で

あ
り
、
郡
司
と
の
主
従
関
係
も
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
本
と
も
に
、
法
師
と
郡
司
の
主
従
関
係
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
彼
は
法
師
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
は
な
く
な
る
。

そ
し

(58) 



て
、
そ
れ
が
慶
安
版
で
は
借
り
て
き
た
衣
袈
裟
に
着
替
え
た
時
、
神
宮
本
で
は
姿
を
隠
す
直
前
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
H

の
部
分
の
、
邸
内
の
者
達
と
法
師
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
第

M
話
（
第
四
三
話
）
「
玄
賓
僧
都
係
念
亜
相
ノ
室
家
不
浄
観

事
」
に
、
出
奔
前
の
玄
賓
の
大
納
言
邸
へ
の
出
入
り
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
邸
内
の
者
達
は
、
以
前
か
ら
玄
賓
そ
の
人
を
見
知
っ
て
い

た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
1

話
（
第
一
話
）
「
玄
賓
遁
世
逐
電
事
」
に
、同
じ
玄
賓
が
法
師
の
姿
で
渡
し
守
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
弟

子
ナ
リ
ケ
ル
人
」
が
偶
然
出
会
い
、そ
の
正
体
に
気
付
く
場
面
が
あ
る
。
「
誰
是
ニ
似
タ
ラ
ン
ト
思
ヒ
メ
グ
ラ
ス
程
ニ
、
失
テ
年
来
ニ
成
我
師

ノ
僧
都
ニ
見
ナ
シ
ツ
＼

眼
前
の
法
師
が
我
が
師
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
の
に
暫
く
の
聞
が
あ
る
。

ヒ
ガ
目
ト
見
レ
ド
モ
露
程
モ
不
違
」
と
、

さ
ら
に
法
師
と
は
呼
ば
れ
な
い
が
、
第
三
話
（
第
三
話
）
「
平
燈
供
奉
晦
レ
跡
趣
一
一
与
州
一
事
」
で
「
門
乞
食
」
と
な
っ
て
い
た
平
燈
を
弟
子
で

あ
る
浄
真
阿
闇
梨
が
、
師
そ
の
人
で
あ
る
と
気
付
く
場
面
で
も
、
「
心
ヲ
ツ
ケ
テ
能
々
思
フ
ニ
、
失
セ
ニ
シ
我
ガ
師
ニ
テ
ゾ
有
ケ
ル
」
と
、

し
の
時
間
の
後
に
そ
の
正
体
を
見
破
る
。
こ
れ
は
、
当
初
法
師
（
渡
し
守
）
、
乞
食
と
い
う
仮
面
の
上
か
ら
そ
の
人
物
を
見
て
い
た
こ
と
に
よ

ろ
、
フ
。
つ
ま
り
、
仮
面
を
見
通
し
そ
の
正
体
を
見
抜
く
の
に
要
し
た
時
間
を

こ
れ
ら
の
暫
く
の
聞
は
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

H

の
部
分
で
は
、
両
本
に
微
妙
に
差
異
が
あ
る
。
慶
安
版
で
は
傍
線
部
d

「
コ
、
ラ
ア
ツ
マ
レ
ル
物
ド
モ
此
人
ヲ
見
テ
ハ
ラ
／
＼
ト
ヲ
リ

ヒ
ザ
マ
ヅ
キ
テ
敬
」
う
の
で
あ
る
か
ら
、
邸
内
の
物
達
は
、

そ
の
人
物
の
顔
を
見
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
そ
の
ま
ま
で
そ
こ
に
立
っ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
衣
袈
裟
に
着
替
え
た
時
点
で

こ
の
法
師
は
彼
を
見
知
っ
て
い
る
人
物
か
〉
わ
す
れ
ば
、
玄
賓
そ
の
人
に
立
ち
返
っ

た
の
で
あ
る
。

ま
た
神
宮
本
で
は

こ
の
部
分
は
傍
線
部
d

「
侍
ヒ
ニ
集
リ
タ
ル
者
共
怪
シ
ゲ
ニ
見
ケ
ル
ガ
、
縁
ヨ
リ
下
ヌ
」
と
し
、
彼
ら
は
最
初
そ
の

姿
に
「
怪
シ
サ
」
を
覚
え
、
そ
の
後
誰
で
あ
る
か
に
気
付
き
、
縁
か
ら
降
り
た
の
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
一
瞬
の
間

は
、
借
り
物
の
衣
袈
裟
を
着
て
は
い
て
も
い
ま
だ
法
師
で
は
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
「
怪
シ
ゲ
ニ
見
ケ
ル
ガ
」
と
い
う
語
句
が
、
玄
賓 (57) 
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が
法
師
と
い
う
仮
面
を
身
に
纏
い
続
け
て
い
た
こ
と
を
鋭
く
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ほ
ぽ
同
時
期
の

の
同
話
で
は
、
法
師
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
衣
袈
裟
に
着
替
え
る
時
ま
で
で
あ
る
。
但
し
、
郡
司
は
最
後
ま
で

『
古
事
談
』

「
郡
司
」
と
き
れ
、
ま
た
門
外
か
ら
の
視
線
に
は
敬
語
の
意
識
を
含
ま
な
い
（
「
郡
司
ハ
門
外
ニ
留
テ
浅
猿
ト
見
居
」
）
。
ま
た
、
邸
内
の
者
達

の
反
応
は
「
暫
ハ
ア
ヤ
シ
ゲ
ニ
思
テ
。
能
見
知
之
後
皆
下
脆
子
庭
上
」
と
、
や
は
り
少
し
聞
を
お
い
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。

一
貫
し
た

法
師
と
い
う
呼
称
を
軸
に
し
て
い
る
の
は
、
神
宮
本
独
自
の
態
度
と
し
て
よ
い
。

以
上
の
よ
う
に
第
2

話
（
第
二
話
）

に
お
い
て
は
、
神
宮
本
で
は
、
玄
賓
は
ほ
ぼ
末
尾
ま
で
法
師
で
あ
り
続
け
る
。
こ
の
法
師
は
実
は
玄

賓
な
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
両
本
と
も
に
凹
最
末
尾
の
傍
線
部
h

「
是
モ
玄
賓
僧
都
ノ
シ
態
ニ
ナ
ム
」
ま
で
全
く
示
き
れ
な
い
。
法
師
と
い

う
外
見
を
信
じ
て
い
た
者
、
郡
司
（
同
時
に
説
話
の
読
み
手
）

が
、
そ
の
正
体
に
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
気
付
い
た
時
に
、
彼
は
忽
然
と
姿
を
隠

す
。
さ
ら
に
急
転
直
下
、
そ
の
実
名
が
示
さ
れ
説
話
が
閉
じ
る
と
い
う
神
宮
本
の
迫
真
性
を
帯
ぴ
た
語
り
に
注
目
し
た
い
。
「
是
モ
玄
賓
僧
都

ノ
シ
態
ニ
ナ
ン
。
有
難
カ
リ
ケ
ル
人
ナ
リ
。
」
と
い
う
、
神
宮
本
の
説
話
の
終
え
方
は
、
前
話
の
玄
賓
の
像
を
も
引
き
受
け
な
が
ら
、
玄
賓
そ

の
人
に
対
す
る
強
い
憧
僚
の
念
を
感
じ
き
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
れ
に
対
し
慶
安
版
は
、
名
前
こ
そ
明
示
し
な
い
も
の
の
、

そ
の
正
体
に

つ
い
て
は
説
話
の
中
途
か
ら
半
ば
見
え
て
お
り
、
末
尾
の
「
玄
賓
ノ
ワ
ザ
ニ
ナ
ム
」
と
い
う
語
句
は
、弛
緩
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
そ

う
で
あ
る
。

で
は
、

な
ぜ
玄
賓
は
、
神
宮
本
で
下
級
の
僧
た
る
法
師
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
鍵
は
、
玄
賓
の
姿
の
隠
し
方

と
、
同
様
の
法
師
の
説
話
で
あ
る
第
6

話
（
第
六
話
）
「
高
野
南
筑
紫
ノ
上
人
ノ
発
心
ノ
事
」
に
あ
り
そ
う
だ
。

-301-(56) 



四

第
6

話
（
第
六
話
）
「
高
野
南
筑
紫
ノ
上
人
発
心
ノ
事
」
で
、
南
筑
紫
上
人
が
堂
供
養
の
導
師
を
誰
に
す
る
か
と
悩
ん
で
い
る
と
、
夢
に
導

師
と
し
て
は
浄
名
居
士
が
現
れ
る
だ
ろ
う
と
告
げ
ら
れ
、

ま
さ
し
く
そ
の
時
に
「
イ
ト
怪
ゲ
ナ
ル
法
師
」
が
訪
れ
る
。
こ
の
法
師
と
は
、

賢
阿
闇
梨
と
い
う
高
僧
の
「
様
ヲ
ヤ
ツ
シ
」
た
姿
で
あ
っ
た
。
「
是
ヨ
リ
高
野
ニ
ハ
、
浄
名
居
士
ノ
化
身
也
ト
、

此
阿
闇
梨
ヲ
云
ナ
ル
ベ
シ
」

と

こ
れ
を
契
機
と
し
て
明
賢
阿
闇
梨
を
浄
名
居
士
の
化
身
と
す
る
説
が
生
ま
れ
た
と
説
く
。
法
師
と
い
う
姿
を
「
ヤ
ツ
シ
」
と
捉
え
て
い

る
の
は
注
意
さ
れ
る
が
、
先
の
玄
賓
の
姿
も
同
じ
く
「
ヤ
ツ
シ
」
と
み
て
よ
い
。
ま
た
玄
賓
自
身
も
第

M
話
（
第
四
三
話
）
「
玄
賓
僧
都
係
念

亜
相
室
家
不
浄
観
事
」
に
、
「
高
キ
モ
賎
キ
モ
仏
ノ
如
ニ
思
ヒ
ケ
ル
」
と
あ
る
ご
と
く
、
仏
菩
薩
に
擬
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
法
師
と
は
対
照
的
な
の
が
、
第
ω
話
（
第
一
二
話
）
「
乞
食
ノ
僧
陰
徳
事
」
に
登
場
す
る
「
ナ
マ
メ
イ
タ
ル
僧
」
で
あ
る
。
彼
は
、

あ
る
者
の
家
に
来
て
食
物
を
乞
う
が
、

そ
の
修
行

そ
の
際
主
に
語
っ
た
様
々
な
う
そ
は
悉
く
見
透
か
さ
れ
、

つ
い
に
は
跡
を
つ
け
ら
れ
て

の
様
相
が
露
見
し
て
し
ま
う
。
こ
の
僧
と
法
師
と
い
う
「
ヤ
ツ
シ
」

の
差
こ
そ
が
、
法
師
と
い
う
階
層
の
低
さ
を
示
し
て
い
る
。

下
賎
な
姿
を
し
た
陰
徳
聖
達
の
説
話
は
、
古
く
「
日
本
霊
異
記
』
「
聖

徳
太
子
示
異
表
縁
第
四
」
に
淵
源
す
る
「
隠
身
」
の
類
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
法
師
を
含
め
下
層
の
者
に
「
ヤ
ツ
ス
」
聖
、
聖
人

権
者
か
と
疑
わ
れ
た
瑠
璃
聖
（
第
叩
話
〈
第
一
O
話
〉
）
も
含
め
て
、

達
の
説
話
は
、
下
賎
な
械
れ
た
姿
で
現
れ
た
仏
菩
薩
が

一
瞬
だ
け
そ
の
本
身
を
見
せ
た
後
忽
ち
に
消
え
て
い
く
説
話
と
驚
く
ほ
ど
類
似
し

て
い
る
。

第
1

話
（
第
一
話
）
「
玄
賓
僧
都
遁
世
逐
電
事
」
で
、
法
師
の
姿
で
渡
し
守
を
し
て
い
た
の
を
発
見
さ
れ
た
玄
賓
は
、
「
書
キ
ケ
ス
様
三

姿
を
隠
す
。
光
明
皇
后
に
背
中
を
擦
ら
れ
た
癒
は
、
阿
閃
仏
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
つ
つ
「
か
き
け
っ
ゃ
う
」
に
失
せ

（
吉
田
本
「
宝
物
集
』

(55) 
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巻
六
）
、
水
の
流
れ
か
ら
出
た
化
人
と
も
伝
え
ら
れ
た
空
也
は
、
「
か
き
け
つ
よ
う
に
」
姿
を
隠
し
（
『
閑
居
友
』
上
巻
四
）
、
法
師
と
し
て
浄

蔵
の
許
に
現
れ
て
い
た
十
一
面
観
音
は
「
か
き
け
つ
様
に
」
う
せ
て
い
く
（
『
撰
集
抄
」
第
一
）
。
第
七
八
話
（
神
宮
本
ナ
シ
）
「
中
将
雅
通
持

法
華
経
往
生
事
」
で
も
小
法
師
に
姿
を
変
え
た
地
蔵
は
「
カ
キ
ケ
ツ
ヤ
ウ
一
二
失
せ
る
。
玄
賓
の
姿
の
隠
し
方
は
、
こ
れ
ら
と
同
じ
の
地
平

で
捉
え
ら
れ
る
。

玄
賓
説
話
が
、
法
師
の
呼
ば
れ
る
渡
し
守
、
馬
飼
い
の
要
素
を
『
古
事
談
』
・
『
発
心
集
』
で
持
っ
て
以
来
、
『
閑
居
友
』
、
『
撰
集
抄
』
に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
熱
狂
的
に
享
受
さ
れ
続
け
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
同
時
に
化
現
す
る
菩
薩
の
説
話
を
収
載
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
隠
遁
、
出

奔
の
聖
の
姿
と
先
の
菩
薩
の
類
型
と
の
交
錯
の
様
相
を
、
現
存
の
神
宮
本
の
法
師
と
い
う
語
、

さ
ら
に
そ
れ
を
軸
に
し
た
神
宮
本
の
第
二
話

の
最
末
尾
の
緊
張
感
は
、
色
濃
く
残
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

阿
倍
泰
郎
氏
の
言
わ
れ
る
「
〈
聖
な
る
も
の
〉
は
〈
織
れ
た
も
の
〉
そ
の
も
の
の
な
か
に
あ
る
、と
い
う
逆
接
的
構
造
」
は
、
や
や
形
を
変

え
て
「
ナ
マ
メ
イ
タ
ル
僧
」
と
「
イ
ト
怪
シ
ゲ
ナ
ル
法
師
」
の
対
比
の
中
に
も
生
き
続
け
る
。
玄
賓
は
、
「
仏
ノ
如
ニ
」
思
わ
れ
る
人
物
で
あ

つ
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
「
ヤ
ツ
シ
」
た
姿
は
法
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
外
見
の
卑
賎
き
が
、
逆
接
的
に
彼
の
本
当
の
姿
の
「
ア

リ
ガ
タ
キ
」
高
貴
き
を
保
証
す
る
。
最
初
の
『
打
開
集
』
の
説
話
で
、
天
竺
か
ら
達
磨
を
尋
ね
て
き
た
僧
の
言
葉
を
聞
い
て
、
唐
王
は
「
サ

ハ
、
我
ハ
止
元
権
者
造
罪
」
と
驚
く
。
達
磨
が
権
者
と
称
さ
れ
る
者
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
彼
は
ま
た
法
師
と
人
に
み
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
『
発
心
集
』
に
お
け
る
法
師
に
係
る
問
題
を
、
神
宮
本
、
慶
安
版
の
両
本
を
比
較
し
つ
つ
検
討
し
た
。
法
師
の
持
つ
下
級
、
卑
賎
の

僧
と
い
う
意
味
合
い
は
神
宮
本
の
方
が
よ
り
明
確
に
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

よ
り
仏
教
的
な
階
層
に
厳
密
で
あ
ろ
う
と
す
る
、
あ
る
い

303-(54) 



(53) 

は
僧
、
男
、
女
と
い
う
仏
徒
の
階
層
に
よ
る
説
話
配
列
を
見
せ
る
神
宮
本
の
全
体
と
の
連
関
に
よ
る
。
し
か
し
む
し
ろ
注
意
し
た
い
の
は
、

下
級
、
卑
賎
で
あ
る
法
師
と
い
う
語
を
軸
に
、
説
話
を
組
み
立
て
る
神
宮
本
の
態
度
で
あ
る
。
第
六
話
（
第
六
話
）の
浄
名
居
士
の
化
身
と

言
わ
れ
た
明
賢
阿
闇
梨
の
説
法
を
「
仏
天
モ
驚
キ
給
フ
計
リ
目
出
ク
ゾ
」
と
表
現
す
る
神
宮
本
と
、
「
ナ
ベ
テ
ナ
ラ
ズ
目
出
ク
」
と
表
す
慶
安

へ
の
意
識
、
隠
遁
者
を
先
の
菩
薩
の
姿
へ
と
読
み
替
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
に
お
い
て
、
大
き
な
懸

版
で
は
、
法
師
と
い
う
「
ヤ
ツ
シ
」

隔
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
迂4 

『
打
開
集
』
の
引
用
は
、
複
製
本
（
古
典
保
存
会
幻
・
8

）
に
よ
る
。
以
下
引
用
に
際
し
て
は
、
句
読
点
・
濁
点
は
私
に
付
し
、

誤
写
と
思
わ
れ
る
点
、
仮
名
遣
い
等
は
私
に
改
め
た
所
が
あ
る
。
送
り
仮
名
等
は
読
解
に
資
す
る
も
の
の
み
に
止
め
た
。

『
平
家
物
語
辞
典
』
（η
・
日
明
治
書
院
）
揃
頁
。

山
下
正
治
氏
「
法
師
考
」
（
立
正
大
学
教
養
学
部
紀
要
日
七
六
・
二
一
）
、
同
「
法
師
考
そ
り
こ
（
立
正
大
学
教
養
学
部
紀
要
日
七
七
・

一
二
）
、
同
「
法
師
考
そ
の
三
」
（
立
正
大
学
教
養
学
部
紀
要
日
八
二
・
二
、
同
「
宝
物
集
に
お
け
る
法
師
」
（
立
正
大
学
国
語
国
文
却
八

四
・
一
二
）
、
同
「
勅
撰
集
に
お
け
る
法
師
」
（
立
正
大
学
国
語
国
文
お
八
七
・
二
一
）
、
同
「
喜
撰
法
師
考
」
（
立
正
大
学
国
語
国
文

M

八
八
・

一
二
）
。
き
ら
に
「
琵
琶
法
師
」
の
「
法
師
」
に
つ
い
て
は
、
砂
川
博
氏
「
琵
琶
法
師
考
」
（
軍
記
と
語
り
物
加
九
0
・
二
一
）
の
論
考
が
有
り
、

そ
こ
に
中
山
太
郎
『
日
本
盲
人
史
正
編
』
（
八
木
書
店
七
六
・
四
複
製
発
行
）
を
引
か
れ
る
。

引
用
本
文
は
、
神
宮
本
は
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
『
西
公
談
抄
発
心
集
和
歌
色
葉
抄
書
』
（

M
・
5

八
木
書
店
）
に
よ
り
、
慶
安
版
は

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
本
を
用
い
た
。
両
本
の
説
話
番
号
は
築
瀬
一
雄
氏
『
校
註
鴨
長
明
全
集
』
（
剖
・
8

風
間
書
房
）
に
よ
り
、
算
用
数
字

は
神
宮
本
の
説
話
番
号
、
漢
数
字
は
慶
安
版
の
説
話
番
号
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

慶
安
版
独
自
の
説
話
に
は
「
明
康
法
師
」
（
第
七
一
話
）
、
「
僧
延
法
師
」
（
第
七
八
話
）
な
ど
の
中
国
僧
の
例
が
あ
る
が
、
法
師
号
に
対
し
別

の
意
識
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
考
察
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

「
ヤ
ゴ
ト
ナ
キ
」
と
い
う
語
の
連
続
に
関
し
て
は
、
「
異
本
「
発
心
集
』
巻
一
考
」
（
三
田
園
文
日
八
九
・
六
）
に
、
神
宮
本
全
体
の
構
成
に

つ
い
て
は
「
神
宮
文
庫
本
「
発
心
集
』
の
構
成
」
（
園
語
と
園
文
学ω
l
9

九
二
・
九
）
に
言
及
し
た
。
登
場
人
物
の
仏
教
的
階
層
に
つ
き
、 -304-

明
ら
か
な
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厳
密
に
繰
返
し
を
厭
わ
ず
に
一
不
す
傾
向
は
、
例
え
ば
第9
話
（
第
九
話
）
「
止
水
谷
ノ
上
人
魚
食
事
」
に
お
け
る
「
壇
越
」
、
第
お
話
（
第
二

三
・
二
四
・
二
五
話
）
「
或
ル
上
人
客
人
ニ
不
会
事
」
に
お
け
る
「
禅
師
」
、
「
弟
子
」
、
第
お
話
（
第
六
三
話
）
「
讃
空
阿
関
梨
師
ノ
命
ニ
替
ル

事
」
に
お
け
る
「
諸
ノ
弟
子
ド
モ
」
等
に
み
ら
れ
る
。

新
潮
古
典
集
成
『
方
丈
記
発
心
集
』
（
七
六
・
一
O

新
潮
社
）
五
二
頁
頭
注

『
日
本
霊
異
記
』
該
話
に
つ
い
て
は
、
出
雲
路
修
氏
『
説
話
集
の
世
界
』
（
伺
・
9

岩
波
書
店
）
を
参
照
し
た
。

贋
田
哲
通
氏
『
中
世
仏
教
話
の
研
究
』
（
釘
・
5

勉
誠
社
）
を
参
照
し
た
。

阿
部
泰
郎
氏
「
湯
屋
の
皇
后
（
上
、
下
）

l

光
明
皇
后
湯
施
行
説
話
を
め
ぐ
り
て
」
（
文
学
M
l
H

、

を
参
照
し
た
。

諸
書
の
引
用
は
、
『
元
亨
釈
書
』
、
『
古
事
談
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
、

井
書
店
）
に
、
『
閑
居
友
』
は
勉
誠
杜
文
庫
悶
（
釘
・
8

勉
誠
社
）
に
、

(7
) 

(8
) 

(9
) 

（
叩
）

※ 

八
六
・
一
一
、
八
七
・
二

『
三
国
伝
記
』
は
中
世
の
文
学
『
三
国
伝
記
上
』

『
撰
集
抄
』
（
お
・4

桜
楓
杜
）
に
よ
っ
た
。

弥
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